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内容の要旨及び審査の結果の要旨
半世紀にわたりウイルス感染が推定されながら確定に至らなかった突発性発疹が，ヒトヘルペスウイル
ス-６（HHV-6）の初感染によることが，1988年，山西氏らにより明らかにされた。生後初めての発熱一
突発性発疹一HHV-6初感染の間の関連性を明らかにする目的で，生後初めて発熱した乳児について,ＰＣＲ
法によるHHV-6特異DNAの検出，間接蛍光法による血清抗HHV-61gG抗体の測定，臨床症状，末梢血
リンパ球サプセットの活性化状態を検討し，以下の成績を得た。
１．末梢血血液細胞より抽出したＤＮＡを，HHV-6に特異的なプライマーを用いPCR法で増幅，泳動後，
エチジウムプロマイド染色で特異的な177bpDNA断片を検出した。成人のみならず２歳以上の小児にお
いては，有熱，無熱にかかわらずHklV-6特異ＤＮＡは検出されず，血清学的にも既感染が推定された。
２．生後初めて発熱した乳児98例中，４０例にＨＨＶ－６ＤＮＡが検出され，陽性者の約65％は，解熱後発疹
をきたす典型的な経過をとった。HHV-6DNA陽性者の特異lgG抗体は，当初は全例陰性であり，ペア血
清の得られた８例では，有意の抗体上昇が確認されたが，発疹は４例のみであった。一方，ペア血清の得
られたHHV-6DNA陰性の13例中，３例に血清学的にHHV-6感染が確かめられ，うち１例に発疹がみら
れた。このような例は，ウイルス血症が軽度で，今回の条件設定（キャリアーを検出しない）によるＰＣ
Ｒ法の感度以下であったものと考えられる。すなわち，生後初めての発熱の55％前後はHHV-6初感染に
より，半数以上に典型的に発疹がみられた。
３．ＨＨＶ－６ＤＮＡ陽性者には特異lgG抗体陽性例はなく，ＨＨＶ－６ＤＮＡ陰性者の多くも特異抗体は陰性
であったが，乳児期後半の発熱のみで発疹を伴わないHHV-6DNA陰性群には，すでに特異lgG抗体価の
高い例もかなりみられ，不顕性感染の頻度の高いことが推定され，生後３カ月未満のＨＨＶ－６ＤＮＡ陰性
群の多くには，母体由来の特異lgG抗体が存在した。しかし，発疹を伴う例では，HHV-6DNA陽性，陰
性にかかわらず，例外なく特異lgG抗体陰性であった。
４．生後初めての発熱を主訴とする乳児の，HHV-6DNA陽性群とＨＨＶ－６ＤＮＡ陰性群の間には，リン
パ球サブセット比率には差はなかったが，感染が明らかなＨＨＶ－６ＤＮＡ陽性群では，発熱期にＣＤ69早期
活性化抗原の発現，殊にＮＫ細胞における発現が顕著な特徴がみられた。
以上，本研究ではPCR法による特異DNAの検出，血清特異lgG抗体の測定を通じ，生後初めての熱発
乳児におけるHHV-6初感染の役割とその臨床像の全貌をより明確にし，さらに，血清特異抗体の感染防
御の役割，HHV-6初感染時の特異なリンパ球反応，ＮＫ細胞におけるＣＤ69抗原の著しい発現増強などの
知見を加えたものであり，臨床ウイルス学に寄与するものと評価された。
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